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シネマコラージュ映画か弦がるファッション、こんなこと、あんなこと

点
子
ち
ゃ
ん
と
ア
ン
ト
ン
を
見
な
が
ら
、
ず
い
ぶ

ん
大
人
な
ん
だ
な
、
と
考
え
て
い
た
。
い
や
大
人

と
子
供
の
境
目
が
見
つ
か
ら
な
く
な
る
。
と
い
う

の
も
、
点
子
ち
ゃ
ん
や
ア
ン
ト
ン
の
ほ
う
が
、
大

人
よ
り
も
生
き
る
と
い
う
こ
と
に
前
向
き
で
真
剣

で
、
な
ん
だ
か
大
人
よ
り
力
強
い
。
う
ん
と
パ
ー

ソ
ナ
ル
豊
か
で
、
個
性
が
輝
い
て
い
る
。
そ
れ
に

比
べ
る
と
、
大
人
の
ほ
う
が
、
打
算
や
計
算
ば
か

り
が
働
い
て
、
意
外
や
精
彩
が
な
い
。
純
粋
に
生

き
る
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
み
る
と
、
子
供
た
ち

の
ほ
う
が
、
な
ん
だ
か
大
人
よ
り
、
真
摯
で
大
き

く
見
え
て
く
る
の
だ
。

ア
ン
ト
ン
は
、
マ
マ
の
調
子
が
悪
く
て
、
マ
マ

が
働
い
て
い
た
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
屋
を
ク
ビ
に
な

る
と
い
け
な
い
と
け
な
げ
に
同
じ
店
で
ア
ル
バ
イ

ト
を
し
て
い
る
。
ア
ン
ト
ン
は
マ
マ
と
一
緒
に
海

に
行
き
た
い
。
そ
の
た
め
に
も
お
金
が
欲
し
い
。

彼
の
行
動
は
、
マ
マ
ヘ
の
愛
情
と
マ
マ
と
旅
す
る

こ
と
に
純
粋
に
捧
げ
ら
れ
て
い
る
。

ア
ン
ト
ン
の
友
人
点
子
は
、
ア
ン
ト
ン
が
マ
マ

と
い
つ
も

一
緒
に
い
る
こ
と
を
素
晴
ら
し
い
と
感

じ
て
い
る
。
そ
し
て
ア
ン
ト
ン
と
マ
マ
と
の
旅
行

を
実
現
さ
せ
て
あ
げ
た
い
と
、
純
粋
に
思
っ
て
い

る
。　
一
方
、
点
子
の
マ
マ
は
と
い
う
と
世
界
の
子

供
を
救
う
と
い
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
世
間
や
マ
ス

コ
ミ
に
受
け
て
、
社
会
的
認
知
を
し
て
も
ら
う
こ

と
に
一
生
懸
命
。
肝
心
の
点
子
の
気
持
ち
を
ま
じ

め
に
正
面
か
ら
受
け
と
め
て
く
れ
よ
う
と
は
し
な

い
。
パ
パ
は
医
者
だ
が
、
こ
ち
ら
は
仕
事
に
追
わ

れ
て
い
る
。

点
子
も
ア
ン
ト
ン
も
日
の
前
の
自
分
に
大
切
な

も
の
に
純
真
で
、
力
い
っ
ぱ
い
抱
き
じ
め
よ
う
と

い
う
思
い
が
あ
ふ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
な
に
も
の

に
も
左
右
さ
れ
な
い
力
強
さ
を
備
え
て
い
る
。
こ

ん
な
素
直
な
気
持
ち
は
、
誰
し
も
が
持
っ
て
い
る

も
の
だ
。
で
も
大
人
に
な
る
と
ど
こ
か
に
置
き
忘

れ
て
し
ま
う
。

点
子
と
ア
ン
ト
ン
は
、
愛
す
る
こ
と
は
素
晴
ら

し
い
と
い
う
こ
と
を
す
ん
な
り
優
し
く
語
っ
て
く

れ
て
、
そ
れ
は
温
か
さ
に
変
わ
り
、
そ
っ
と
心
を

包
ん
で
く
れ
る
快
さ
に
満
ち
て
い
る
。

Tenたo 小Qり  Fムshioゎ

texti H romi Kanamaru
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原 子ちゃんとアント均
監督は 聾唖者の円親を持つ少女の成長を描いた第一作「ビヨン
ド・サイレンス」でアカデミ=州コ語映画賞にノミネートされた
カロリーヌ・ リンク。彼女が選んだ二作めのテーマはケストナー
の名作の映画化だった。「『スピード』や『タイタニック』を見た
がる子供たちにも、さまざまな問題を抱えてなお一生懸命生きる
ということに共感じ興味の特てるようか映画を作りたし、という
思いからはじまった。元気印の点子ちゃんには10歳のエレア・ガ
イスラー、けなけでひたむきなアントンには魅力ある男の子マッ
クス・フェルダーカ漱櫂され好演している。'98年ノシ リヾアン映画
賞に選出されるなど多くの映画賞に輝いた児童映画の臼に メデ
ィア・スーッ輪 、恵比寿「ガーデン・シネマ」にて6月公開予定。

殊子ちゃんとアント均

ぽ亀Ｆ雉

●PUNKTCHEN FASHiON
χヽ

点子ちゃんの本当の名はルイーt 2、 3歳の頃とても小さかったのでピュンク トヘン (ド イツ語の点の意 )、 点子というニックネームで呼
ばれるようになった。点子ちゃんはくるくるヘアーで元気いっぱいの明るしVド学生 外でと とヽきは、 Tシャツにオーバーオーフス 学校で
はプルーのワンピース、パーティでは花柄のかわいいドレス、そして友達のアントンを助けるため地下鉄でス トリー トパフォーマンスをす
るときは、ちょっとジプシー気取りでタイツにハサミを入れてアバンギャル ドに。点子ちゃんのファッションは、キュー トでチャーミング。
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アントンがアプレ イヾトするアイスクリーム屋さんの
バンはフォルクス・ワーゲン。ワーゲン社のバンは

約50年前に証汁したが当時はデリバリーバンしかな

かった。その特徴はワーゲンの精神ともなったフロ

ントウィンドーでデザインはシンプノkそは 数
々のマイナーチェンジを経て、1967年に―枚タイプ

のフロントウィンドーカ溌表され、それはバスとい

う名で親しまれている。

●AFRICA ART
点子ちゃんの家は広くてとてもモダン。そ

の部屋を飾るインテリアや置物はアフリカ

のアートのもの力移しヽ きつとポランティ

ア活動で世界中を飛びまわっているママの

コレクション。

V01KSWび 3Qn Vw可
`吹
,sP。「kt tyF-2

ハfric∝ ^ヘヤ十

点子ちゃんの攪員 アントン。裕福ではなしヽすれと ママと=人暮
らしでとっても

幸せ。ママカ病気になり、その力

"り
にアイスクリーム屋さんでアリ″ イヾト。そん

なアントンはチェックのシャツに短バンと少年らしいカジュアルスタイノL点子ち
ゃんの家でのパーティに誘われた時はちょっと小さくなった白いシャツと黒いバン

ツで決めて出力ヽする。点子ちゃんのママヘのプレゼントに′jヽさなプーケを持ってい

くけれと 社交に夢中なママにはあんまり相手にされなかった。

嘴

どヽ

●BARBIE
お金持ちで何不自由ない点子ちゃんのはずだ力ヽ ただひとつ両親と一緒の時間力沙

ないのがとってもさびししゝ 話相手にきれいなノ`一ピー人形をたくさん持っていて

も一人ぼっちにはカカ リはない。思わずパービーメ影 に向かつて「あなたたちは退

屈だわ。美人だけれど話ができない」とちょっとせつないひとり言をいう。

●iCE CREAM SP00N
アントンのママカ慟 くアイスクリームパーラー。これは原作にはなし、 オーナーの

陽気なイタリア人たちは 店と住まいを仕切るのにカラフルな長いテープで作られ

た目隠しを側甲。この色はとつてもポップしこの間アイスクリーム屋さんでもらっ

たカラフルなスプーンのカラーみたしヽ

●DRESDEN
原作者エーリヒ。ケス トナーは芸術と□

の街 ドレスデン生まれ  ドレスデンはか
`

てザクセン王国の首都であり、 ドイツパ「
ック樹 t表する最も美しい古都だった。イ

の街の姿は一部を除き戦後再建されたも0

である。戦災から奇蹟的に逃れ残ったも0

のひとつにアラグス通 りに面したF宮の
壁、マイセン磁器のタイル 2万5000枚櫛

って描力れ た大壁画「君主の行列」力ち る

不 鐙 珀
‐
饉
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『点子ちゃんとアントン』
エーリヒ・ケストナー作

高橋健二訳 ワルター・ トリヤー挿絵
『エミールと探偵たち』(2C昨 )『飛ぶ教室』(33年 )『 .ヽ、たりのロッテ』('49

年)など子供のためのJヽ説で有名なドイツの作家であり詩メのエーリヒ・

ケストナーの代表作のひとつ『点子ちゃんとアントン』('31年 )。 貧しい

中から,力息らの学資を捻出したケストナーの母を街彿させるアントン
の亀 ケストナー自身力毅影された少年アントンなと いつもながら愛

情あ.S、れる筆致で描力れている。ケストナーは戦時中、ナチスに抗した

ため焚書、執筆禁止などの迫害を受ける。1960年に子供の本に対して与

えられる「国際アンデルセン大賞コを受賞している。岩波書店刊 レス

トナー少年文学全集 3』本体価格1,500円

●ANTON FASH10N

SDEパ

点子ちぶとアンレ


